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スピン 1/2 カゴメ反強磁性体では低温でスピン液体状態が実現していると

考えられ、幾何学的フラストレーションの観点から盛んに研究されている。近

年、最近接相互作用 J1だけでなく、より遠い距離の相互作用である J2や Jdを

考慮した J1–-J2–Jd カゴメ格子磁性体も注目を集めている  [1] 。

CaCu3(OD)6Cl2.0.6D2O はそのような J1–-J2–Jd量子スピンカゴメ反強磁性体

の良いモデル物質である [2]。我々は CaCu3(OD)6Cl2.0.6D2O の磁気構造と

磁気励起を、中性子回折 [3] 及び非弾性中性子散乱の手法を組み合わせて

調べた。 

CaCu3(OD)6Cl2.0.6D2Oは図1に示したように、TN = 7.2 K以下でnegative 

vector spin chiralityを伴う q = 0長距離磁気秩序を示すことが分かった [3]。

一方、TN以下での磁気励起を調べると、通常のスピン波励起に加えて、カゴメ

ネットワークの対称性を反映した連続励起が観測された。この結果は

CaCu3(OD)6Cl2.0.6D2O が量子臨界点近傍に位置することを強く示唆してい

る。さらに TN以上の短距離磁気秩序相でも同様の連続励起が観測された。こ

の CaCu3(OD)6Cl2.0.6D2Oの特異な磁性を調べるために、density functional 

theory (DFT)、pseudofermion functional renormalization group (PFFRG)、

線形スピン波、拡張スピン波、
Schwinger–boson mean field 

(SBMF) を組み合わせた理論計算

も行った。 

講演では実験結果と計算結果を

紹介し、CaCu3(OD)6Cl2.0.6D2O の

磁性を議論する。 
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